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耳鼻咽喉科領域感染症 に対す るME1207の 使用経験

原田 康夫 ・平川 勝洋 ・田頭 宣治 ・鈴木 衛 ・津田 哲也

広島大学医学部耳鼻咽喉科学教室*

新 エ ス テル型 経 ロセ フ ェム剤ME1207は 経 口吸収 性 が高 く,グ ラム陽性 菌,グ ラム陰性 菌お

よび嫌気 性薗 に広 く抗菌 作 用 を有 して い る。 今 回,我 々は 耳鼻 咽喉科 領域 感染症 に対 し,本 剤

を投 与 し,各 疾 患 にお け る臨床効 果,分 離菌 別の 細菌学 的効 果 お よび本剤 の安全 性 につ いて検

討 した。 耳 鼻咽 喉科 領域 の感 染症 に お いて も,本 剤の 有用性 お よび安 全性 が示唆 された。
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ME1207は 抗菌 活 性 を有 す るME1206に ビバ ロ イ

ルオキシ メチ ル基 をエ ステ ル結合 させ るこ とに よ り経

口吸収性 を高め た新経 ロセ フ ェム剤 であ る。 本剤 は グ

ラム陽性,陰 性菌 に広 範 囲の 抗菌 スペ ク トル を有 し,

特に グラム 陽性 のStaphylococcus aureus, Staphylococ-

cus epidermidisに 対 す る抗 菌力 は,既 存 の経 ロセ フ ェ

ム剤 と比較 して 非 常 に 優 れ て い る12)。 また 各 種 β-

lactamaseに 対 して安定 で,本 酵素 産生 株 に も強 い抗

菌力 を示す2)。

今 回我 々は,耳 鼻 咽喉科 領域 の感染 症 にお いて本剤

を投与 し,各 疾 患に おけ る臨床 効果,分 離 菌別 の細菌

学 的効 果 お よび本剤 の安 全性 につ いて検討 した。

対 象感 染症 は 平成 元年10月 か ら平 成2年2月 の 間

に 当科 を受 診 し,本 試験参加 の 同意 の得 られ た,慢 性

中耳 炎の急性 増悪 症2例,急 性 扁桃 炎1例,慢 性 扁桃

炎の急性 増 悪症3例,慢 性 鼓膜 炎(外 耳道 炎)1例 の計

7例 であ る。

対象症 例 の年齢 は17歳 か ら45歳 であ り,性 別 は 男

Table 1. Clinical response to ME1207

* 106 CFU/ml ND: not done NF : 
normal flora
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性5例,女 性2例 であ った。

投与 方法 は本 剤 を1回100な い し200mg,1日3回

食後経 口投 与 した。 投与 期間 は4～16日(平 均8日),

総 投 与 量 は12～5.4g(平 均3.7g)で あ っ た

(Table 1)。

臨床効 果 は痺 痛や 発熱 な どの 自覚 症状 お よび発 赤,

腫 脹 な どの他覚 所 見 を総 合判 断 して著効,有 効,や や

有効,無 効 の4段 階 で判 定 した。

細菌 学的 効果 の判 定は,投 与前 の分離 菌 の消長 に よ

り消失,減 少 また は一部 消失,菌 交 代,不 変 の4段 階

及 び不 明 に判定 した。 なお,投 与終 了時 に,分 泌 物の

認 め られ ない もの,あ るいは膿 苔 等の消 失 してい る場

合 は消 失 と した。

安 全性 に つ いては,副 作 用,臨 床検 査値 の 異常変動

の有 無 につ いて本 剤 との 因果関係 を検 討 した。

臨 床効 果 にお いて は,慢 性 中耳 炎急性増 悪症 と慢性

扁桃 炎 急性増 悪症 の各1例 が,無 効 お よびや や有効 で

った以外 は全 て,有 効 以上(う ち著効3例)で あ った

(Table 2)。

細 菌 学 的効 果 は,5例 よ りS. auzeus 2株,Enter-

obacter cloacae, Serratia marcescens各1株,

Pseudomonas aeruginosa 2株 の計6株 が分離 され,投

Table 2. Clinical response to ME1207

Table 3. Bacteriological response to ME1207

Table 4. Laboratory findings before and after administration of ME1207

Before treatment

After treatment
ND: not done
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与後の検 索 が で きなか っ た,S. aureus, P. aeruginosa

の各1株 を除 きすべ て 消失 した(Table 3)。

副作 用 として1例 に 軽度 の下 痢が 認め られ たのみ で,

臨 床 検 査 値 の 異 常 変 動 は 認 め ら れ な か っ た

(Table 4)。

耳鼻咽喉 科領 域 の感 染症 に お いて,グ ラム陽 性菌 に

対す る感 受 性 は重 要 で あ る。ME1207は,グ ラム 陽

性,陰 性 菌 に広範 囲 の抗菌 スペ ク トル を有 し,特 に グ

ラム陽性 のS. aureusに 対 す る抗 菌 力 は既 存の 経 ロセ

フェム剤 と比 較 し,優 れ て い る とい う特 長 を有す る1)。

今回,我 々 の検 討 にお いて,S. aureusの 効 果 を検討 し

えたのは2例 あ り,2例 とも有 効 以上 で細 菌学 的 には1

例不明で あっ たが もう1例 では 除菌 可能 で あ った。 グ

ラム陰性菌 に おい て も,P. aeruginosaを 含 む3例 に お

いて検討 され,2例 で有効 以 上,細 菌 学的 に も除菌 可能

であった。無効 の1例 は,P. aeruginosaに よ る慢 性 中

耳 炎例 で,こ の よ うな疾 患は難 治性 で抗生 剤 の選択 が

ポ イン トとな る。 一 方,安 全性 にお い ては軽度 の下 痢

が 認め られ たの み であ った。

以上 の こ とよ り軽症 ない し中等症 の耳 鼻咽喉 科領 域

感 染症 に おい て,本 剤の有 用性 が示 唆 され た。
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A CLINICAL OBSERVATION OF ME 1207
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The effectiveness and safety of ME1207, a new oral cephem, as treatment of infections in the
otorhinolaryngological field was evaluated. ME1207 was administered in a dose of 100mg or 200mg
t. i. d. The clincal efficacy was excellent in 3, good in 2, fair in 1 and poor in 1. As for bacteriological

efficacy, all isolates (Staphylococcus aureus 1, Enterobacter cloacae 1, Serratia marcescens 1,
Pseudomonas aeruginosa 1) were eradicated after treatment. Side effects (mild diarrhea) was
found in 1 case. No abnormal laboratory findings were noted. These results indicate that ME1207 is

a useful oral antibiotic for the treatment of infections in the otorhinolaryngological field.


